
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

税

務

課

規

則

○

岡

山

県

財

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

会

計

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
九
号

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
の
二
を
削
る
。

第
八
条
中
「
第
百
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
条
第
四
項
」
に

「
第
百
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第

、

百
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
見
出
し
を
「

自
動
車
取
得
税
の
減
免
の
対
象

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

（

）

「
第
九
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
九
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
百
二
条
第
一
項
第
二
号
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
五
号
の
構
造
上
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
自
動
車
で
あ
つ
て
規

則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

自
動
車
の
登
録
番
号
の
う
ち
分
類
番
号
（
自
動
車
登
録
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
令
第
七

号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
分
類
番
号
を
い
う
。
次
号
及
び
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ

）
が
同
令
別
表
第
二
の
六
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
動
車

。

検
査
証
の
車
体
の
形
状
の
欄
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
動
車

イ

車
い
す
移
動
車

ロ

入
浴
車

ハ

身
体
障
害
者
輸
送
車

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
自
動
車

イ

身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
当
該
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
運
転
す
る
自
動
車

で
あ
つ
て
、
当
該
身
体
障
害
者
等
が
取
得
す
る
も
の
（
当
該
身
体
障
害
者
等
が
自
動
車
を
取
得

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
身
体
障
害

者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
取
得
す
る
も
の
を
含
む

）
。

ロ

自
動
車
の
登
録
番
号
の
う
ち
分
類
番
号
が
自
動
車
登
録
規
則
別
表
第
二
の
三
の
項
又
は
五
の
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項
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
動
車
検
査
証
の
自
家
用
・
事
業
用
の
別
の
欄
に
自
家

用
と
記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車

ハ

知
事
が
別
に
定
め
る
構
造
を
有
す
る
自
動
車

三

構
造
上
専
ら
身
体
障
害
者
等
が
運
転
す
る
た
め
の
自
動
車
で
あ
つ
て
、
自
動
車
検
査
証
の
自
家

用
・
事
業
用
の
別
の
欄
に
事
業
用
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

四

乗
降
口
か
ら
車
椅
子
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
ま
で
の
通
路
に
段
が
な
い
バ
ス
の
う
ち

知
事
が
別
に
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の

、

。

第
二
十
一
条
の
二
を
第
二
十
一
条
の
四
と
し

第
二
章
第
五
節
中
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る

（
自
動
車
の
付
加
物
明
細
書
）

自
動
車
を
取
得
し
た
者
は
、
条
例
第
九
十
七
条
第
一
項
の
申
告
書
、
同
条
第
三
項

第
二
十
一
条
の
二

の
修
正
申
告
書
又
は
同
条
第
四
項
の
報
告
書
を
知
事
に
提
出
す
る
際
に
、
自
動
車
の
付
加
物
明
細
書

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
税
済
印
の
押
印
）

知
事
は
、
条
例
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
現
金
の
納
付
を
受
け
た
場
合

第
二
十
一
条
の
三

（
条
例
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
同
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
納
付
さ
れ

た
場
合
を
除
く

）
は
、
条
例
第
九
十
七
条
第
一
項
の
申
告
書
又
は
同
条
第
三
項
の
修
正
申
告
書
に

。

納
税
済
印
を
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
自
動
車
取
得
税
の
減
免
の
額
）

条
例
第
百
二
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動

第
二
十
一
条
の
四
の
二

車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
自
動
車

当
該
自
動
車
の
取
得
価

額
と
三
百
万
円
（
身
体
障
害
者
等
が
運
転
し
、
又
は
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
特

別
の
構
造
を
設
け
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
取
得
価
額
の
う
ち
当
該
特
別
の
構
造
を
設
け
る

た
め
に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
額
を
三
百
万
円
に
加
算
し
た
額

と
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

当

）

（

該
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
に
当
該
自
動
車
に
係

る
自
動
車
取
得
税
額
の
算
定
に
用
い
た
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

二

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
前
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
自
動
車
に
限
る

）
及
び
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
自
動
車

当
該
自
動
車
に

。
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係
る
自
動
車
取
得
税
額
に
相
当
す
る
額

三

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
前
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
自
動
車
に
限
る

）

取
得
価
額
の
う
ち
身
体
障
害
者
等
が
運
転
し
、
又
は
身
体
障
害
者
等
の

。

利
用
に
供
す
る
た
め
の
特
別
の
構
造
を
設
け
る
た
め
に
要
し
た
費
用
に
相
当
す
る
額
（
当
該
額
に

千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
に
当
該
自
動
車
に
係
る
自
動

車
取
得
税
額
の
算
定
に
用
い
た
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
当
該
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

四

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
自
動
車

知
事
が
別
に
定
め
る
額

第
二
十
一
条
の
四
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
百
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
車
）

条
例
第
百
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
自
動
車
は
、
第
二
十
一

第
二
十
一
条
の
四
の
三

条
の
四
第
三
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
自
動
車
と
す
る
。

（
自
動
車
取
得
税
の
減
免
手
続
）

条
例
第
百
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
減
免
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

第
二
十
一
条
の
四
の
四

る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
自
動
車

当
該
自
動
車
の
取
得
の

日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日

二

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
自
動
車

当
該
自
動
車
の
取
得
の
日

三

条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
自
動
車

知
事
が
別
に
定
め
る
日

２

条
例
第
百
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
減
免
に
係
る
申
請
書
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
及
び
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
取
得
に
係
る
も
の
に
限
る

）
を

。

提
出
す
る
者
は
、
当
該
申
請
書
の
提
出
の
際
に
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
者
の
運
転
免
許
証
及
び

当
該
減
免
に
係
る
身
体
障
害
者
等
が
交
付
を
受
け
て
い
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
同
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る

）
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

一

身
体
障
害
者
手
帳

二

戦
傷
病
者
手
帳

三

療
育
手
帳

四

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
第
二
十
九
条
の
八

第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
と
い
う

）
。
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３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
示
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
書
類

に
自
動
車
取
得
税
減
免
申
請
済
印
を
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
表
中
一
の
項
か
ら
四
の
項
ま
で
を
削
り
、
五
の
項
を
一
の
項
と
し
、
同
表
六
の

項
中
「
第
二
十
一
条
の
四
」
を
「
第
二
十
一
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
二
の
項
と
し
、
同
表
七

の
項
中
「
第
二
十
一
条
の
四
の
二
」
を
「
第
二
十
一
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、

同
表
中
八
の
項
を
四
の
項
と
し
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

自
動
車
取
得
税
減
免
申
請
済
印

第
二
十
一
条
の
四
の
四

第
七
十
三
号
の
二

第
三
項

第
二
十
七
条
の
二
を
削
り
、
第
二
章
第
六
節
中
第
二
十
七
条
の
三
を
第
二
十
七
条
の
二
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
条
例
第
百
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
第
百
六
条
第
六
項
」
を
「
第
百
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第

百
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
」
を
「
第
百
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
」
に
改

め
る
。

第
二
十
九
条
の
五
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
税
の
減
免
の
対
象
）

条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
第
五
号
の
構
造
上
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
自

第
二
十
九
条
の
六

動
車
で
あ
つ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
自
動
車

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
自
動
車

イ

身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
当
該
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
運
転
す
る
自
動
車

で
あ
つ
て
、
当
該
身
体
障
害
者
等
が
所
有
す
る
も
の
（
当
該
身
体
障
害
者
等
が
自
動
車
を
所
有

で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
身
体
障
害

者
等
と
生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
も
の
を
含
む

）
。

ロ

自
動
車
の
登
録
番
号
の
う
ち
分
類
番
号
が
自
動
車
登
録
規
則
別
表
第
二
の
三
の
項
又
は
五
の

項
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
自
動
車
検
査
証
の
自
家
用
・
事
業
用
の
別
の
欄
に
自
家

用
と
記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車

ハ

知
事
が
別
に
定
め
る
構
造
を
有
す
る
自
動
車
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２

条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
自
動
車
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
自
動
車
と
す
る
。

一

賦
課
期
日
に
お
い
て
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
自
動
車
と
し
て
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二

道
路
運
送
車
両
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
つ
い
て
、
所
有
者
及
び
使
用
者
が
同
一
で
あ

る
こ
と
。

三

知
事
が
別
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
条
例
第
百
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
車
）

条
例
第
百
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
自
動
車
は
、
前
条
第
一
項

第
二
十
九
条
の
七

第
一
号
に
掲
げ
る
自
動
車
と
す
る
。

（
自
動
車
税
の
減
免
手
続
）

条
例
第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
減
免
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

第
二
十
九
条
の
八

自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
自
動
車

条
例
第
百
九
条
に
規

定
す
る
納
期
の
末
日
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
納
期
限
」
と
い
う

（
条
例
第
百
九
条

。
）

の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
の
日
か
ら
一
月
を

経
過
す
る
日
）

二

条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
自
動
車

納
期
限
（
条
例
第
百
九
条

の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
、
当
該
自
動
車
の
取
得
の
日
）

三

条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
自
動
車

納
期
限

四

前
三
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車

知
事
が
別
に
定
め
る
日

２

条
例
第
百
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
減
免
に
係
る
申
請
書
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四

号
ま
で
及
び
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
係
る
も
の
に
限
る

）
を
提
出

。

す
る
者
は
、
当
該
申
請
書
の
提
出
の
際
に
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
者
の
運
転
免
許
証
及
び
当
該

減
免
に
係
る
身
体
障
害
者
等
が
交
付
を
受
け
て
い
る
次
に
掲
げ
る
書
類
（
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項

及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る

）
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

。

い
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
別
の
事
情
に
よ
り
提
示
を
要
し
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一

身
体
障
害
者
手
帳

二

戦
傷
病
者
手
帳
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三

療
育
手
帳

四

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
示
を
受
け
た
と
き
（
条
例
第
百
十

三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
当
該
自
動
車
に
つ
い
て
初
め
て
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
減
免
を
申
請
す
る
場
合
に
限
る

）
は
、
当
該
書
類
に
自
動
車
税
減
免
申
請
済
印
を
押
印

。

す
る
も
の
と
す
る
。

４

条
例
第
百
十
三
条
第
五
項
の
継
続
申
請
書
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
表
四
の
項
を
削
り
、
同
表
三
の
項
中
「
第
六
十
八
号
」
を
「
第
八
十
七
号
の
二
」
に
改

め
、
同
項
を
同
表
四
の
項
と
し
、
同
表
二
の
項
を
削
り
、
同
表
一
の
項
中
「
第
六
十
六
号
」
を
「
第
八

十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

一

納
税
済
印

条
例
第
百
九
条
の
二
第

第
七
十
二
号

四
項

二

自
動
車
税
減
免
申
請
済
印

第
二
十
九
条
の
八
第
三

第
七
十
三
号

項

の
二

第
三
十
条
の
表
五
の
項
中
「
第
六
十
九
号
」
を
「
第
八
十
七
号
の
三
」
に
改
め
、
同
表
中
六
の
項
及

、

、

。

び
七
の
項
を
削
り

八
の
項
を
六
の
項
と
し

九
の
項
か
ら
十
二
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る

様
式
第
十
一
号
（
そ
の
五
䢧
自
動
車
税
用
）
を
様
式
第
十
一
号
（
そ
の
六
䢧
自
動
車
税
用
）
と
し
、

様
式
第
十
一
号
（
そ
の
四
䢧
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税
用
）
を
様
式
第
十
一
号
（
そ
の
五
䢧
自
動
車

取
得
税
・
自
動
車
税
（
身
体
障
害
者
等
以
外
）
用
）
と
し
、
様
式
第
十
一
号
（
そ
の
三
䢧
不
動
産
取
得

税
用
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（その４…自動車取得税・自動車税（身体障害者等）用 （第14条関係）様式第11号 ）

自動車取得税 登録番号 岡山
減免申請書（身体障害者等用）

自 動 車 税 （車両番号） 倉敷
受付印

年 月 日

岡山県 県民局長 殿

について，岡山県税条例（昭和29年岡山県条例第37号） の規定により，
自動車取得税 第102条第４項
自 動 車 税 第113条第４項

減免の申請をします。

申
請 住所
者（

身体障害者等納 フリガナ

との関係
税

氏名 ○ （ ）
義

印
務
者

生年月日 年 月 日 電話番号

）

所 □申請者に同じ □申請者に同じ
有 住所 氏名
者

自 使 □申請者に同じ □申請者に同じ
動 用 住所 氏名
車 者
検
査 登録（交付）年月日 年 月 日 有効期間満了年月日 年 月 日
証

主たる定置場 □申請者の住所に同じ
（使用の本拠の位置）

登録（届出）区分 □新規（□新車 □中古車） □移転 □変更 □転入

この申請前に 有の場合

□有減免を受け，
又は課税を免 □名義変更済
除されていた 登録番号 （ 年 月 日）

□無
自動車，軽自 （車両番号） □抹消登録（自動車検査証返納）済
動車等 （ 年 月 日）

自動車取得税 自動車税（ 年度分）

税額 円 適用税率 ※ 税額 円 ※税 率
コード税

額
等 減免額 ※ 円 減免額 ※ 円

減免額
の算定
の基礎 ※ 円

差引額 ※ 円 差引額 ※ 円
となる
額

□申請者に同じ住所

フリガナ

□申請者に同じ
氏名
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（生年月日 年 月 日）

身 □身体障害者手帳 級 （手帳番号 第 号）
体 【障害名】 （ 年 月 日交付）
障
害

障
者
等 □戦傷病者手帳 項症・款症害

の
□要（ 年 月） （手帳番号第 号）

程 □療育手帳 Ａ 次の判定
□不要 （ 年 月 日交付）

度

（ ）（ ）□自立支援医療受給者証 受給者番号 年 月 日まで有効
（ ）（ ）精神障害者保健福祉手帳 １級 手帳番号 年 月 日まで有効

認定 ※ 身（ － 級 ・戦・療・精）

□申請者に同じ
住所

自
動 身体障害者等フリガナ

車 との関係
運 氏名 （ ）

□申請者に同じ
（生年月日 年 月 日）転

者
□大型 □中型 有効期限 年 月 日まで有効 現車

種 確
運転免許証 ※

類 認
□準中型 □普通 条件等 書面

（ ）使用目的 □通学 □通院 □通所 □生業 □その他
生計を一にする
者又は常時介護 所在地
する者が運転す 学校，病
る場合（岡山県 院，施設 名称
税条例第102条 等
第１項第３号若 電話番号
しくは第４号又

日
は第113条第１ この申請に係る自動車を身体障害者等の通学等のために運転する
項第３号若しく １月当たりの平均日数
は第４号に該当
する場合） □使用目的証明書 □世帯全員の住民票の写し添付書類

□生計が同一であることを証する書類 □その他（ ）

□申請者に同じ
この申請 住所
に関する （電話番号 ）
問い合わ
せ先 □申請者に同じ氏名

※印の欄には記入しないこと。
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様
式
第
六
十
六
号
か
ら
様
式
第
六
十
九
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

様
式

第
号

か
ら

様
式

第
号

ま
で

6
6

6
9

様
式
第
七
十
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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（第21条の５，第30条関係）様式第73号の２

減免申請済
自動車取得税

15mm
自 動 車 税

（登録番号又は車両番号）

年 月 日

45㎜
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様
式
第
八
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（第30条関係）様式第87号

自動車税課税免除申告書

受付印

所有者（使用者）の

住所又は所在地

年 月 日

㊞岡山県 県民局長 殿
所有者（使用者）の

氏名又は名称

岡山県税条例（昭和 29年岡山県条例第 37号）第 106条第４項の規定により，自

動車税の課税免除について申告します。

登録年月日 年 月 日 登録番号

車名及び型式 乗車定員 人

�
車台番号

総 排気 量 又 は定

格出力 kW

自動 車の主た る定 最大積載量 ｔ

置場 （使用の 本拠

の位置） 使用開始年月日 年 月 日

教育練習の用に供する場所

指導者氏名

人
教育練習 教育を受ける学生又は生徒

の人員

１週間のうち教育練習の用

に供する時間

使用者の所在地

使用者の名称
無料貸与

所有者の県内の主たる事務

所等の所在地

社 会 福 祉 所有者（使用者）の行う事

事 業 又 は 業の種類

更 生 保 護

事業 自動車の使用目的

備 添付書類

考
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様
式
第
八
十
七
号
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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（第30条関係）様式第87号の２

自動車税課税免除該当通知書

第 号

年 月 日

住所

氏名 殿

岡山県 県民局長 印

年 月 日付けで課税免除の申告のあつた，あなたの所有（使用）

する自動車 は，岡山県税条例（昭和29年岡山県条例第
登録番号

37号）第 106条第 項第 号の規定に該当することを承認したので通知しま

す。

なお，当該自動車に係る自動車税は 年 月分から免除になります。

１ この処分について不服がある場合は，この通知書を受け取つた日の翌日から

起算して３月以内に知事に審査請求をすることができます。

２ 審査請求を行う場合は，この処分を行つた県民局長を経由して審査請求書を

提出することができます。

３ 地方税法（昭和 25年法律第 226号）第 19条の 12の規定により，この処分につ

いての審査請求に対する裁決を経た後でなければ，この処分の取消しの訴えを

提起することができません。
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（第30条関係）様式第87号の３

自動車税課税免除非該当通知書

第 号

年 月 日

住所

氏名 殿

岡山県 県民局長 印

年 月 日付けで課税免除の申告のあつた，あなたの所有（使用）

する自動車 は，次の理由により岡山県税条例（昭和29
登録番号

年岡山県条例第 37号）第 106条第 項第 号に規定する自動車に該当しない

ので通知します。

（理由）

１ この処分について不服がある場合は，この通知書を受け取つた日の翌日から

起算して３月以内に知事に審査請求をすることができます。

２ 審査請求を行う場合は，この処分を行つた県民局長を経由して審査請求書を

提出することができます。

３ 地方税法（昭和 25年法律第 226号）第 19条の 12の規定により，この処分につ

いての審査請求に対する裁決を経た後でなければ，この処分の取消しの訴えを

提起することができません。

平成３１年３月２９日　岡山県公報　号外



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の

間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
号

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
、
補
助
金
」
を
削
る
。

附
則
第
十
三
項
の
見
出
し
中
「
等
」
を
削
る
。

別
表
第
四
の
十
九
の
項
中
「
利
子
補
給
金
」
を
「
補
助
金
の
う
ち
交
付
の
対
象
と
な
る
事
務
若
し
く

は
事
業
の
実
績
に
基
づ
き
精
算
額
で
交
付
の
決
定
を
受
け
た
も
の
又
は
利
子
補
給
金
」
に
改
め
る
。

平
成

年
月

年

様
式
第
二
十
五
号

、

及
び

中
「

」
を
「

（１）
（表）

（２）

（３）

」
に
改
め
る
。

月

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
財
務
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所

要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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